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時事の話題時事の話題時事の話題時事の話題    

先日、日中経済協会の合同訪中代表団の副団長として中国・北京を訪問し、李克強首相と会談

した。李克強首相からは、「日本企業には中国の成長を『成長率』でみるのではなく、『規模の成

長』で見てほしい」という発言があった。中国は製造「大国」から製造「強国」への転換を図り、

「量」ではなく「質」を重視していく方針を掲げているが、意見交換をする中で、高品質で高付

加価値な商品・サービスを提供する日本企業の品質管理・生産管理体制を学ぼうとする意志を強

く感じた。これからの10年間は、日中経済交流が間違いなく進むだろう。 

 

京都商工会議所の動き京都商工会議所の動き京都商工会議所の動き京都商工会議所の動き    

■■■■2015201520152015 年を振り返って年を振り返って年を振り返って年を振り返って        

本年は、年頭に申し上げた「活力創造都市・京都」をキーワードに、京都創生の実現に向けて、

さまざまな取り組みを行ってきた。 

事業計画の重点事項で掲げている「京都経済センター（仮称）の実現に向けた取り組み」では、

多くの関係者の理解・協力により、７月に、平成30年度の完成を目指すことで京都府、京都市、

経済団体等で合意した。中小企業の育成・支援をはじめ産業振興の中核施設として、「京都経済

百年の計」にふさわしい京都経済センターになるよう、引き続きオール京都で力を合わせて、知

恵を出し合って取り組んでまいりたい。 

知恵ビジネスに関連した取り組みでは、今月、京都企業の首都圏販路開拓を支援する「京都知

恵産業フェア」を実施した。京都企業への関心の高さを改めて実感するとともに、知恵ビジネス

企業が首都圏のマーケットを今後の成長に取り込むことができると確信した。京都産業育成コン

ソーシアムの設立以来、知恵ビジネスの発掘・育成に取り組んできたが、昨年度に本所が実施し

た「知恵ビジネスメッセ」の成果をベースに、今回、販路開拓の分野においてもオール京都で支

援できる体制が整い、企業の成長支援を一貫して行えるスキームができたことは、本所が掲げる

「知恵産業の森」の実現をより加速させるものと考えている。１月 28 日には「京のイチ押し商

品売り込み商談会」を開催することとしており、引き続き、新市場開拓や販路開拓を積極的に支

援していきたい。 

今年の京都検定の受験申込者数は６年連続で増加し、7,700名を超えた。特に、新規に団体受

験を申し込んだ企業が大幅に増えた。また、今年も京都市教育委員会による「中高生による京都

検定３級チャレンジ事業」を展開いただき、市内の中学生だけでなく、府内の高校生まで呼びか

けたところ、約730名に受験いただけることとなり、大変嬉しく思っている。京都の「おもてな

し」の輪を広く共有するために、将来を担う若者をはじめ、多くの京都府民・市民に京都検定を

活用いただくとともに、京都市が進めておられる「京都市認定通訳ガイド」や「京都観光おもて

なしコンシェルジュ制度」などにも京都検定合格者の活躍の機会が広がることを期待したい。 

 

記者からの質問事項記者からの質問事項記者からの質問事項記者からの質問事項    

■■■■国内景気に失速感が出ているようだが、来年に向けて個人消費や設備投資国内景気に失速感が出ているようだが、来年に向けて個人消費や設備投資国内景気に失速感が出ているようだが、来年に向けて個人消費や設備投資国内景気に失速感が出ているようだが、来年に向けて個人消費や設備投資ははははどのように推移どのように推移どのように推移どのように推移

していくしていくしていくしていくだろうだろうだろうだろうかかかか。。。。    

ここ最近の国内景気のマイナス成長は中国経済の減速によるものだが、来年には徐々に持ち直

すのではないかと予想している。年末賞与による賃金への新たな好循環が生まれることも想定さ

れる。業種業態ごとにまだら模様に推移するだろうが、比較的明るい見方をしている。 

 



■■■■日本経済を支えているインバウンドの効果はこれからも続くだろうか。また、京都で日本経済を支えているインバウンドの効果はこれからも続くだろうか。また、京都で日本経済を支えているインバウンドの効果はこれからも続くだろうか。また、京都で日本経済を支えているインバウンドの効果はこれからも続くだろうか。また、京都でもももも民泊民泊民泊民泊

が話題になっているが、京都における民泊についてどのようにお考えか。が話題になっているが、京都における民泊についてどのようにお考えか。が話題になっているが、京都における民泊についてどのようにお考えか。が話題になっているが、京都における民泊についてどのようにお考えか。    

インバウンドの増加は今後も続くだろう。国内観光客への対応も含め、サービスやインフラを

どう整備していくかが課題である。 

外国人宿泊客の増加によって宿泊施設が不足していることは課題だが、民泊はその地域の住民

の理解があって初めて成り立つもので、空き部屋があるから流用すれば良いというものではない。

京都では、既存の旅館の設備改善、あるいは京町家の旅館への転用など、企業やまちの強みを活

かして宿泊客の受け入れ能力を高める余地はまだまだあると思う。まずは、そうした京都らしい

取り組みを促すべきではないか。他府県にないような民泊条例を作る必要があると思う。 

 

■■■■京都市長選が近づいて京都市長選が近づいて京都市長選が近づいて京都市長選が近づいているが、状況を伺いたい。いるが、状況を伺いたい。いるが、状況を伺いたい。いるが、状況を伺いたい。    

先日、門川市長は２期目のマニフェストの９割を達成されたと発表されたが、京都経済界とし

ても、特に経済政策やまちづくり分野について、現在、掘り下げて検証作業を行っているところ

だ。その評価をもとに、今後、対応を検討していきたい。 

 

■■■■大阪府知事市長ダブル選挙で大阪府知事市長ダブル選挙で大阪府知事市長ダブル選挙で大阪府知事市長ダブル選挙では大阪は大阪は大阪は大阪維新維新維新維新のののの会会会会が圧勝したが、京都経済界からが圧勝したが、京都経済界からが圧勝したが、京都経済界からが圧勝したが、京都経済界から見て見て見て見てどのようにどのようにどのようにどのように

思思思思うかうかうかうか。。。。    

今回のダブル選挙は、大阪のみならず、全国から注目されていた。この選挙結果がもたらす影

響力は少なからず大きいものがあると見ている。ただ、京都ではこれまでより府と市が協調して

オール京都の取り組みを進めてきた経緯があり、大阪都構想で議論された「特別区」の考え方が

浸透するとは思えない。京都と大阪では、思い描く将来の姿や、抱えている政策課題も異なるこ

とから、京都市長選への影響はないと思う。 

 

■■■■今年の京都経済を今年の京都経済を今年の京都経済を今年の京都経済を振り返ってど振り返ってど振り返ってど振り返ってどうううう思うか思うか思うか思うか。。。。来年に向けての来年に向けての来年に向けての来年に向けての期待や期待や期待や期待や課題等を教えてほしい課題等を教えてほしい課題等を教えてほしい課題等を教えてほしい。。。。    

京都経済百年の計である京都経済センターが合意に至ったことは、京都の将来に明るいものを

感じさせたと思っている。また、知恵ビジネスの市場を国内外に拡大させていくための基盤を整

えることができたと考えている。来年はニュー京商ビジョン サードステージで掲げる「知恵産

業の森」をより深く構築できるように、明るい１年にしていきたい。 

 

■■■■就活の解禁時期を６月に前倒しすることについて、今年の総括と来年の見方を伺いたい就活の解禁時期を６月に前倒しすることについて、今年の総括と来年の見方を伺いたい就活の解禁時期を６月に前倒しすることについて、今年の総括と来年の見方を伺いたい就活の解禁時期を６月に前倒しすることについて、今年の総括と来年の見方を伺いたい。。。。    

本所でも京都市内の 15 大学にヒアリングを行ったが、人材確保への危機感を抱いた中小企業

が早めて内定を出したため、大企業と中小企業の内定時期が逆転する現象が起こり、結果として

中小企業の内定辞退が相次いだことが、８月解禁のひとつの問題であった。日商では大企業の採

用がひと段落した後、中小企業の採用が本格化すると想定しているが、一方で学生への広報期間

が短くなることも考えられるので、企業にはスピード感をもった採用活動が求められるだろう。 

    

■■■■中国は中国は中国は中国はいま転換期にあいま転換期にあいま転換期にあいま転換期にある中で、京都の企業はる中で、京都の企業はる中で、京都の企業はる中で、京都の企業はこれからどこれからどこれからどこれからどのようなのようなのようなのような付き合い方を付き合い方を付き合い方を付き合い方をしていけば良していけば良していけば良していけば良

いか。いか。いか。いか。考えるところがあれば教えてほしい。考えるところがあれば教えてほしい。考えるところがあれば教えてほしい。考えるところがあれば教えてほしい。    

大手企業は中国経済の成長を「規模」で捉えていくべきだ。一方で、中小企業は中国市場だけ

を見るのではなく、アジア全体を見据えて広い視野で事業展開していくことが求められると思う。 

以 上 



    

 

京都知恵産業フェア２０１５ ～琳派400年記念～ 

BtoB 展示商談会“New Style Selection by KYOTO”  

BtoC 展示販売会“キョウト マルシェ” 

開催報告 

 

京都の地域特性や企業独自の強みや知恵を活かしながら、新たな商品・サービスやビジネスモデルを創造

する「知恵ビジネス」の育成に取り組む企業の新規販路開拓を支援するため、本所、京都府・京都市の首

都圏販路開拓事業を再構築し、オール京都で「京都知恵産業フェア2015」を開催した。 

 

事業主体 

 主催 京都知恵産業フェア実行委員会 [実行委員長：京都商工会議所 専務理事 奥原 恒興] 

    構成 京都商工会議所、京都府、京都市、（公社）京都工業会、 

(公財)京都産業21、(公財)京都高度技術研究所、京都産業育成コンソーシアム、 

 後援 (独)中小企業基盤整備機構、日本商工会議所 

 

開催概要 

【BtoB】展示商談会 

“New Style Selection by KYOTO” 

【BtoC】展示販売会 

“キョウト マルシェ” 

【日時】 

11月5日(木) 11時～19時 

11月6日(金) 10時～17時 

※5日(木)17時からレセプションを開催 

 

【会場】 

JPタワー ホール＆カンファレンス 

（東京都千代田区丸の内） 

 

【出展企業】 

111社  

●ﾎｰﾑ＆ﾌｧｯｼｮﾝ 27社 ●ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ    30社 

●ﾏﾃﾘｱﾙ      12社  ●ﾋﾞｭｰﾃｨ＆ｺｽﾒ  11社 

●ｽｲｰﾂ＆ﾌｰﾄﾞ  26社 ●観光＆ｺﾝﾃﾝﾂ  5社  

 

【特別企画展】 

季節を愛でる「祝」 

 

【来場数】 

890890890890名名名名 （目標 850名） 

 5日：ﾊﾞｲﾔｰ 435名・ﾌﾟﾚｽ等47 名 

 6日：ﾊﾞｲﾔｰ 401名・ﾌﾟﾚｽ  7名 

【日時】 

11月7日(土) 11時～19時 

11月8日(日) 11時～19時 

 

 

【会場】 

KITTE アトリウム ＆ 東京シティアイ 

（東京都千代田区丸の内） 

 

【出展企業】 

58社 

●ﾎｰﾑ＆ﾌｧｯｼｮﾝ 13社 ●ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ    10社 

●ﾋﾞｭｰﾃｨ＆ｺｽﾒ   9社 ●ｽｲｰﾂ＆ﾌｰﾄﾞ  16社 

●伝統工芸   9社 ●観光PR      1社  

 

【企画販売】 

東京初出品、フェア限定、数量限定 など 

 

【来場数】 

16,30016,30016,30016,300名名名名    （目標 15,000名） 

  7日：8,200名   8日：8,100名  

 

 

 

記者配布資料①    



 

≪BtoB 展示商談会“New Style Selection by KYOTO”  会場写真≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪BtoC 展示販売会“キョウト マルシェ” 会場写真≫ 

 

 

BtoB 展示会場内 BtoB 特別企画展「祝」 

BtoC 1階アトリウム販売会場 ① 

BtoC 1階アトリウム販売会場 ② 

BtoC 地下1階東京シティアイ販売会場 

BtoC オープニングステージイベント 

BtoB ブース商談風景 BtoB レセプション 









＊日時　　平成２７年１２月１３日（日）３級　午前１０：００～　／　２級・１級　午後１：３０～　　　　

＊会場　　同志社大学（新町）　　京都学園大学（太秦）　　京都産業大学　　龍谷大学（深草）

　 明治大学（駿河台）　　※中高生チャレンジ　京都商工会議所ほか自校開催中学・高校10校

＊申込者数　 第12回 京都 東京 第11回 京都 東京

内訳 1級 910 708 202 1,117 894 223

2級 2,465 1,969 496 2,418 1,994 424

3級 4,351 3,789 562 3,774 3,254 520

合計 7,726 6,466 1,260 7,309 6,142 1,167

※うち中高生チャレンジ（３級）734名　　

昨年中学生チャレンジ272名＋高校生受験37名＝309名

＊男女比率(申込者）　男性 ４，４３８名（57.4％）　女性 ３，２８８名(42.6%)

昨年度　男性 ４，４１７名（60.4％）　女性 ２，８９２名(39.6%)

＊年齢別(申込者）

10代以下 879 11.4% 429 5.9%

20代 1,225 15.9% 1,229 16.8%

30代 1,040 13.5% 1,130 15.5%

40代 1,477 19.1% 1,528 20.9%

50代 1,667 21.6% 1,584 21.7%

60代 1,145 14.8% 1,105 15.1%

70代以上 293 3.8% 304 4.2%

合計 7,726 100.0% 7,309 100.0%

※最年長― 89歳(男性１級受験）、最年少― 9歳(男性・3級受験)

＊上位府県別(申込者）

京都府 4,239 54.9% 京都府 4,002 54.8%

大阪府 907 11.7% 大阪府 866 11.8%

東京都 579 7.5% 東京都 522 7.1%

滋賀県 413 5.3% 滋賀県 313 4.3%

神奈川県 308 4.0% 神奈川県 283 3.9%

兵庫県 239 3.1% 兵庫県 247 3.4%

愛知県 178 2.3% 愛知県 185 2.5%

埼玉県 164 2.1% 埼玉県 160 2.2%

千葉県 144 1.9% 千葉県 159 2.2%

その他 555 7.2% その他 572 7.8%

合計 7,726 100% 合計 7,309 100%

＊地区別(申込者） ＊団体申込者数

北海道 18 0.23% 24 0.33%

東北 14 0.18% 21 0.29%

関東 1,263 16.35% 1,201 16.43%

北陸 23 0.30% 35 0.48%

中部 358 4.63% 346 4.73%

近畿 5,899 76.35% 5,530 75.66%

中国 65 0.84% 61 0.83%

四国 25 0.32% 44 0.60%

九州 58 0.75% 45 0.62%

沖縄 1 0.01% 1 0.01%

海外 2 0.03% 1 0.01%

合計 7,726 100.00% 7,309 100.00%

申込者数 2,803件 2,364名

第１２回 第１１回

団体数 100件 85件

第１２回 第１１回

第１２回 第１１回

平成２７年度 第１２回京都・観光文化検定試験　申込状況等について（ご報告） ※速報平成２７年度 第１２回京都・観光文化検定試験　申込状況等について（ご報告） ※速報平成２７年度 第１２回京都・観光文化検定試験　申込状況等について（ご報告） ※速報平成２７年度 第１２回京都・観光文化検定試験　申込状況等について（ご報告） ※速報

第１２回 第１１回

京都府京都府京都府京都府

54.9%54.9%54.9%54.9%

大阪府大阪府大阪府大阪府

11.7%11.7%11.7%11.7%

東京都東京都東京都東京都

7.5%7.5%7.5%7.5%

滋賀県滋賀県滋賀県滋賀県

5.3%5.3%5.3%5.3%

神奈川県神奈川県神奈川県神奈川県

4.0%4.0%4.0%4.0%

兵庫県兵庫県兵庫県兵庫県

3.1%3.1%3.1%3.1%

愛知県愛知県愛知県愛知県

2.3%2.3%2.3%2.3%

埼玉県埼玉県埼玉県埼玉県

2.1%2.1%2.1%2.1%

千葉県千葉県千葉県千葉県

1.9%1.9%1.9%1.9%

その他その他その他その他

7.2%7.2%7.2%7.2%

都道府県別申込割合都道府県別申込割合都道府県別申込割合都道府県別申込割合
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記者配布資料③


